
ブ
リ
オ
、
フ
ェ
ロ
ー
チ
ェ（
野
性
的
に
）」の

作
曲
者
の
指
示
の
通
り
、
荒
々
し
さ
を
も

っ
て
前
に
進
む
。
バ
ー
バ
・
ヤ
ガ
ー
は
ロ

シ
ア
の
魔
女
。
悪
役
と
い
う
よ
り
、こ
こ
は
、

死
か
ら
再
生
へ
の
移
り
行
き
の
担
い
手
な

の
だ
と
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
教
え
ら
れ
た
。

　

思
い
出
す
の
は
、
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の

《
ミ
サ
・
ソ
レ
ム
ニ
ス
》の
「
ク
レ
ド
」の
一

節
で
あ
る
。
磔
刑
に
よ
っ
て
命
を
落
と
す

キ
リ
ス
ト
が「
苦
し
み
を
受
け
、葬
ら
れ
」と
、

弱
音
を
究
め
て
消
え
入
る
よ
う
に
結
ん
だ

後
、
突
如
、「
聖
書
に
あ
る
と
お
り
三
日
目

に
復
活
し
」
の
上
行
音
型
の
歌
唱
と
管
弦

楽
が
躍
動
す
る
。
同
曲
の
世
界
初
演
が
サ

ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
だ
っ
た
こ
と
は
別
と

し
て
も
、
ウ
ク
ラ
イ
ン
ス
カ
ヤ
の
表
現
の
後

で
は
両
者
が
結
び
つ
く
と
感
じ
ら
れ
た
。

指
揮
し
て
い
る
。
あ
の
フ
ル
ト
ヴ
ェ

ン
グ
ラ
ー
の
歴
史
的
名
演
も
、
バ
イ

ロ
イ
ト
音
楽
祭
の
再
開
と
い
う
、
戦

後
の
新
時
代
を
象
徴
す
る
出
来
事
を

祝
し
て
行
わ
れ
た
。

「
す
べ
て
の
人
々
は
兄
弟
に
な
る
」

聴
く
者
に
伝
わ
ら
な
い
歌
詞

　

で
は
２
０
２
５
年
の
12
月
、
第
九
は
ど

の
よ
う
な
言
葉
を
伝
え
た
の
か
。
ロ
シ
ア

の
侵
攻
を
受
け
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
来
日

し
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
歌
劇
場
管
弦
楽
団

の
公
演
（
12
月
30
日
、
東
京
オ
ペ
ラ
シ
テ

ィ 

コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）
で
は
、
歌
劇
場

の
ソ
リ
ス
ト
と
合
唱
団
が
声
楽
パ
ー
ト
を

担
っ
た
。「
す
べ
て
の
人
々
は
兄
弟
に
な

る
」と
い
う
歌
詞
は
、
侵
攻
に
よ
る
破
壊
が

な
お
続
く
今
、
な
に
ほ
ど
の
実
感
を
も
っ

て
歌
う
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
ウ
ク

ラ
イ
ナ
の
人
々
に
と
っ
て
遠
い
、
遠
い
理

想
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
な
い
。
合
唱
は
強

力
だ
っ
た
が
、
歌
詞
は
ほ
と
ん
ど
聞
き
取

れ
な
か
っ
た
。
音
の
固
ま
り
が
耳
を
突
き

刺
す
よ
う
に
響
く
。
意
識
し
て
か
無
意
識

か
、
絵
空
事
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
か
も

し
れ
な
い
歌
詞
を
客
席
に
届
け
る
思
い
が

乏
し
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
と
想
像
す

る
。
た
だ
、
会
場
は
熱
演
と
連
帯
の
思
い

に
沸
い
た
。

　

そ
の
３
日
前
、
京
都
で
聴
い
た
沖
澤
の

ど
か
指
揮
京
都
市
交
響
楽
団
の
第
九
は
、

ソ
リ
ス
ト
や
京
響
コ
ー
ラ
ス
の
歌
う
歌
詞

が
は
っ
き
り
伝
わ
っ
て
き
た
（
12
月
27
日
、

京
都
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
）。「
結
び
合
わ

せ
る
」や「
す
べ
て
の
人
々
は
兄
弟
に
な
る
」

と
い
う
言
葉
が
ま
っ
す
ぐ
心
に
届
く
。「
星

空
の
天
幕
の
か
な
た
に
は
、
愛
す
る
父
が

必
ず
い
る
の
だ
。Brüder

（
兄
弟
よ
）」
と

呼
び
か
け
る
と
き
のBrüder

は
、
実
に
優

し
く
、
温
か
く
響
く
。
分
断
や
争
い
、
戦
争

の
現
実
の
あ
ふ
れ
る
世
界
の
中
で
、「
い
や
、

信
じ
る
も
の
は
あ
る
」と
、
人
類
再
生
の
希

望
を
す
ら
感
じ
さ
せ
る
。

沖
澤
の
ど
か
指
揮
京
都
市
響

「
対
比
」経
て
感
動
の
歓
喜
主
題

　
「
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
は
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
の

天
才
」と
語
っ
た
の
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
第

九
を
指
揮
し
た
ミ
コ
ラ
・
ジ
ャ
ジ
ュ
ー
ラ

だ
っ
た
。
沖
澤
の
指
揮
で
は
、
宇
宙
的
深

淵
（
第
１
楽
章
）
と
牧
歌
的
空
間
（
第
２

楽
章
ト
リ
オ
）、
激
烈
さ
（
第
２
楽
章
）
と

安
ら
ぎ
（
第
３
楽
章
）
と
い
っ
た
対
比
が

実
に
明
確
に
な
る
。
そ
し
て
そ
の
コ
ン
ト

ラ
ス
ト
の
ド
ラ
マ
を
経
て
到
達
す
る
歓
喜

の
歌
の
主
題
が
弦
楽
器
に
よ
っ
て
奏
さ
れ

る
時
、
そ
の
美
し
さ
は
ひ
と
し
お
際
立
つ
。

そ
し
て
そ
の
延
長
線
上
に
、「
す
べ
て
の

人
々
は
再
び
兄
弟
に
な
る
」
と
い
う
歌
詞

やBrüder

の
呼
び
か
け
が
あ
り
、
そ
の
よ

う
に
信
じ
ら
れ
る
よ
う
な
、
確
か
な
実
感

が
音
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
。

ウ
ク
ラ
イ
ン
ス
カ
ヤ《
展
覧
会
の
絵
》

「
大
門
」で
世
界
再
生
の
希
望
紡
ぐ

　

秋
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
で
、「
美
は
世
界
を

救
う
」と
い
う
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
小
説

「
白
痴
」の
言
葉
を
引
用
し
た
の
は
、
仙
台

国
際
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
・
ピ
ア
ノ
部
門
で

優
勝
し
た
ロ
シ
ア
の
ピ
ア
ニ
ス
ト
、
エ
リ
ザ

ヴ
ェ
ー
タ
・
ウ
ク
ラ
イ
ン
ス
カ
ヤ
だ
っ
た
。

そ
れ
は
政
治
を
語
っ
た
の
で
な
く
、
12
月
に

控
え
る
東
京
リ
サ
イ
タ
ル
で
弾
く
ム
ソ
ル

グ
ス
キ
ー
の
《
展
覧
会
の
絵
》に
つ
い
て
の

文  

藤
盛
一
朗

ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
待
望
す
る
自
由
と
平
和

　
　
第
九
と《
展
覧
会
の
絵
》の
示
す
希
望

　

終
曲
の
「
大
門
。
旧
首
都
キ
エ
フ
」（
直

訳
で
は
「
英
雄
の
門
。
旧
首
都
キ
エ
フ
」）

の
表
現
は
、
大
管
弦
楽
さ
な
が
ら
の
充
実

し
た
フ
ォ
ル
テ
が
続
い
た
。
聖
な
る
響
き

で
あ
り
、そ
こ
に
は
教
会
風
の
祈
り
の
旋
律

も
、東
方
正
教
会
な
ら
で
は
の
高
音
の
鐘
も

交
じ
っ
て
一
体
と
な
る
。
聴
く
側
と
し
て
は
、

分
断
が
進
み
、鬱
屈
し
た
世
界
状
況
が
一
転

す
る
よ
う
な
、光
を
も
み
る
体
験
だ
っ
た
。

　

ウ
ク
ラ
イ
ン
ス
カ
ヤ
は
ア
ン
コ
ー
ル
で
、

チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
《
眠
り
の
森
の
美

女
》の
ア
ダ
ー
ジ
ョ（
プ
レ
ト
ニ
ョ
フ
編
曲
）

を
弾
い
た
。
幼
い
こ
ろ
か
ら
通
っ
た
と
い

う
マ
リ
イ
ン
ス
キ
ー
劇
場
の
バ
レ
エ
の
舞

台
を
彷
彿
と
さ
せ
る
よ
う
な
、
滋
味
に
富

ん
だ
音
楽
だ
っ
た
。

　

年
が
明
け
た
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
立
歌
劇
場

の
来
日
公
演
《
ア
イ
ー
ダ
》の
会
場
で
、
チ

ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
が
１
８
７
４
年
に
キ
ー

ウ
（
キ
エ
フ
）の
歌
劇
場
を
訪
れ
、
自
作
の

オ
ペ
ラ
《
オ
プ
リ
ー
チ
ニ
ク
》
の
上
演
に

接
し
、
賛
辞
を
贈
っ
て
い
た
こ
と
を
知
っ
た
。

以
来
、劇
場
は
、《
ス
ペ
ー
ド
の
女
王
》や《
く

る
み
割
り
人
形
》を
主
要
な
レ
パ
ー
ト
リ
ー

と
し
て
き
た
が
、
侵
攻
後
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政

府
は
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
作
品
を
も
ロ
シ

ア
由
来
の
文
化
と
し
て
演
奏
や
上
演
を
認

め
て
い
な
い
。
戦
時
下
も
国
民
の
た
め
に

続
け
ら
れ
て
い
る
質
の
高
い
舞
台
上
演
に

接
し
な
が
ら
、独
立
国
家
で
あ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
の
地
に
再
び
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
の
音

楽
が
響
く
日
を
思
っ
た
。

45

言
葉
だ
っ
た
。
何
よ
り
ピ
ア
ニ
ス
ト
と
し
て
、

ま
た
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
や
ム
ソ
ル
グ
ス

キ
ー
、
チ
ャ
イ
コ
フ
ス
キ
ー
、
シ
ョ
ス
タ
コ

ー
ヴ
ィ
チ
も
生
き
た
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ

ル
ク
の
市
民
な
ら
で
は
の
作
品
論
だ
っ
た

（
本
誌
１
月
号
）。

　

演
奏
は
ど
う
だ
っ
た
か
─
（
12
月
17
日
、

浜
離
宮
朝
日
ホ
ー
ル
）。
ラ
ヴ
ェ
ル
版
の
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
を
聴
き
な
れ
た
者
の
耳

に
は
ま
ず
、
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド
か
ら
し
て
、
ず

っ
と
土
俗
的
に
聞
こ
え
る
。
展
覧
会
の
絵

と
は
い
っ
て
も
、
ル
ー
ブ
ル
の
館
内
巡
り
で

は
な
い
。
友
人
の
画
家
、
ガ
ル
ト
マ
ン
の
急

逝
を
機
に
創
作
さ
れ
た
こ
の
曲
は
、
原
点

に
生
や
死
に
つ
い
て
の
深
い
思
い
が
あ
る
。

「
リ
モ
ー
ジ
ュ
の
市
場
」
の
よ
う
に
フ
ラ
ン

ス
の
ま
ち
を
題
材
に
す
る
よ
う
で
い
て
、
国

外
に
出
た
こ
と
の
な
か
っ
た
ム
ソ
ル
グ
ス

キ
ー
に
と
っ
て
は
、
ど
こ
ま
で
も
そ
の
描
写

は
ロ
シ
ア
で
あ
る
と
感
じ
ら
れ
る
。
そ
し

て
音
楽
は
、「
鶏
の
足
の
上
に
立
つ
小
屋
─

─
バ
ー
バ
・
ヤ
ガ
ー
」の
よ
う
な
ロ
シ
ア
民

話
を
取
り
込
み
、発
展
す
る
。

　

そ
の
第
９
曲
「
バ
ー
バ
・
ヤ
ガ
ー
」の
直

前
、第
８
曲
「
カ
タ
コ
ン
ベ
（
地
下
墓
地
）」

と
「
死
者
の
言
葉
で
死
者
た
ち
と
と
も
に
」

は
、
死
の
世
界
に
下
り
て
い
く
よ
う
に
沈

潜
し
た
。
そ
の
終
わ
り
の
ピ
ア
ノ
三
つ
の

ピ
ア
ニ
ッ
シ
ッ
シ
モ
か
ら
、
第
９
曲
は
突
如
、

飛
び
跳
ね
る
よ
う
に
い
き
な
り
の
フ
ォ
ル

テ
ィ
ッ
シ
モ
で
始
ま
っ
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ン

ス
カ
ヤ
の
表
現
は
、「
ア
レ
グ
ロ
・
コ
ン
・

　

ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
第
九
交
響
曲
の
名

演
は
、
社
会
の
大
き
な
変
化
の
時
と
結
び

つ
い
て
記
憶
さ
れ
て
き
た
。
東
西
陣
営
を

分
け
隔
て
る
象
徴
で
あ
り
、
文
字
通
り
の

「
壁
」
だ
っ
た
ベ
ル
リ
ン
の
壁
が
１
９
８
９

年
に
崩
壊
し
た
時
、
バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
、

「
フ
ロ
イ
デ
」（
歓
喜
）の
歌
詞
を
「
フ
ラ
イ

ハ
イ
ト
」（
自
由
）
に
置
き
換
え
て
演
奏
し

た
。「
自
由
の
く
す
し
き
力
は
、
時
が
分
け

隔
て
た
も
の
を
再
び
結
び
合
わ
せ
る
」。
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
に
は
、
旧
ソ
連
の
楽
員
も
招

か
れ
、
文
字
通
り
の
歓
喜
を
と
も
に
謳
い

あ
げ
た
。

　

バ
ー
ン
ス
タ
イ
ン
は
翌
90
年
５
月
に
は
、

社
会
主
義
政
権
に
終
止
符
を
打
っ
た
無
血

革
命
、
ビ
ロ
ー
ド
革
命
を
果
た
し
た
チ
ェ

コ
ス
ロ
ヴ
ァ
キ
ア
（
当
時
）の
首
都
プ
ラ
ハ

を
訪
れ
、
プ
ラ
ハ
の
春
音
楽
祭
で
第
九
をベートーヴェンが理想を託した歌詞が明確に伝わった沖澤のどか指揮京都市響の第九演奏 

（提供：京都市交響楽団）
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